
8-1-5 対外活動委員会ＷＧ（水資源機構） 

 

1. WG 発足の経緯 

(1) 背景 

 国土交通省、地方自治体、道路会社について、

「要望と提案」に関する意見交換を行って来たが、

水資源機構についても、平成 24年度に常任理事会

で同様の意見交換会を行うことが望ましいとの決

定があり WG が発足された。  

 

(2) 意見交換準備会 

 平成 24 年 9 月 27 日に、水資源機構本社にて、

機構側、岩村副理事長以下 18 名、協会側、藤本副

委員長以下 8名が出席して、意見交換準備会が開

催され、機構側から入札契約制度の説明を受け、

意見交換を行い、今後とも協議していくことが確

認された。 

 意見交換の後、今後年 1回、同程度のメンバー

で意見交換会を行うことが確認された。また、支

社・局と支部単位の意見交換会も実施したいとの

意見も出された。 

 

（3）WG の設立 

水資源機構との意見交換会での「要望と提案」

および【付属資料】を作成するための WG を平成

25 年度から設立し、平成 26 年度には委員会から

新たな WG 長を選出し、河川計画、河川構造、ダム・

発電（含、地質分科会）、環境の 4専門委員会の

委員長を含めた計 8名体制で進めている。 

 

2. 主な活動の記録 

(1) WG の開催 

平成 28 年度も、8月に WG を開催し、4専門委員

会からの意見も反映して、水資源機構に向けた「要

望と提案」および【付属資料】を作成した。 

 

(2) 準備会の開催 

平成 28 年度の意見交換会の事前協議として、10

月 26 日に水資源機構本社で、水機構側 5名、協会

側 6名が出席して意見交換会準備会を開催し、双

方の資料の確認を行った。 

 

(3) 意見交換会の開催 

平成 28 年 12 月 2日に水資源機構本社で意見交

換会を開催した。 

 

3. 水資源機構向け「要望と提案」の骨子 

 意見交換会に用いた「要望と提案」は以下の通

りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 今後の活動について 

平成 29年度も、平成 28年度と同様のスケジ

ュールで、水資源機構との意見交換会に向けた

「提案と要望」および【付属資料】を作成し、

対外活動を行う。 

 

（対外活動委員会ＷＧ（水資源機構）ＷＧ長 

富田 邦裕） 

Ⅰ．魅力ある建設コンサルタントに向けた担い

手の育成・確保のための環境整備 

（１）企業経営の安定と処遇改善に向けての環

境整備 

（２）受発注者協働による生産性向上と就業環

境の改善に向けての取組み強化 

（３）より魅力のある職業としての確立（人材

の育成・確保の環境整備） 

 

Ⅱ．技術力による選定 

（１）プロポーザル方式・総合評価落札方式等

適確な運用・改善 

 

Ⅲ．品質の確保・向上 

（１）受発注者それぞれの役割を踏まえたエラ

ー防止への取り組み 

（２）低価格入札の防止対策・運用強化 


